

























































































































































































































































 Ａ Ｂ ＡＢ Ｏ 
80年 30.6 37.8 34.3 31.8 
82年 33.0 35.6 36.1 39.1 
86年 32.4 38.8 39.9 39.5 



















































































































                                                     
1 山崎賢治、坂元章「血液型ステレオタイプによる自
己成就現象－全国調査の時系列的分析－」、1991、
日本社会心理学会第 32 回大会発表論文集、288-291 
2 山崎賢治、坂元章「血液型ステレオタイプによる自
己成就現象－全国調査の時系列的分析 2－」、1992、


















































































































写真 1 レナード現象には理由がある（単行本） 
 
















て 1 cm3あたりそれぞれ 2.2×1019個、4.3×1018個に
なりますから、１２桁以上も少ないことがわかります2。
また気温 20℃、相対湿度 50％の空気中の水分子の


























                                                     
1 http://www.n-ion.com/number-ion-03.html 
2 これらの計算は高校化学 I の知識でできます． 
3 小波秀雄、“「マイナスイオン」がニセ科学である理




















































写真 3 アシリベツの滝 
 
写真 4 ナイアガラの滝 
7 疑似科学とのつきあいかた 
2-3. 『水からの伝言』 















































写真 1 雪の結晶（長大内で筆者撮影） 
 
図 1 雪の結晶の成長過程 
By courtesy of Prof. K.G.Libbrecht 
 
 
図 2 ナカヤ・ダイアグラム（改良版） 
























































































写真 2 人工雪の結晶（筆者撮影） 
 
図 3 水（固相）の結晶構造図 


















































                                                     


































                                                     
2  Frances H. Rauscher, Gordon L. Shaw & 
Catherine N. Ky, "Music and spatial task 






























































                                                     










































OECD 『Dispelling “neuromyths”』が指摘する 
「神経神話」(根拠のない俗説)の例 
 3歳までに脳の主要な機能は決まってしまう。 

































































































 金属のさびや腐食の原因となる。   
 末期がん患者の腫瘍から検出される。 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  社会調査・統計とのつきあい方(小西祐馬) 
  偶然と必然(長島雅裕) 
  蔓延する学位商法(安部俊二) 
座談会(まとめ：上薗恒太郎)………………p.16 
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